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10月の行事予定

１日(水) 保健指導[お]／リトミック[こ]
２日(木) リトミック[つ]
３日(金) サンマ焼きパーティー
６日(月) 参観日[お]
７日(火) 教育実習最終日
８日(水) 参観日[つ]
９日(木) 参観日[こ]

入園説明会①※のびのびお休み
入園願書受付開始(～11月28日)

10日(金) 秋の園庭整備作業
13日(月) スポーツの日
14日(火) 附属旭川中２年生交流Ａ

落葉掃き(～11月７日)
15日(水) 附幼であそぼう⑥
16日(木) 誕生会
20日(月) 英語であそぼう

附属旭川中２年生交流Ｂ
21日(火) 焼いもパーティー
22日(水) 附属旭川中２年生交流Ｃ
24日(金) 附属旭川中３年生交流Ａ
27日(月) 附属旭川中３年生交流Ｂ
28日(火) 附属旭川中１年生交流Ａ
29日(水) 附属旭川中１年生交流Ｂ
30日(木) 親子陶芸教室[お]
31日(金) ものがたり配付

附属旭川中１年生交流Ｃ

朝。車をとめて幼稚園裏玄関に向かって歩き始

めると、おや？何やら小さな物体が動いています。

園舎裏には大きなくるみの木があります。この

季節、地面に落ちる実をねらって、エゾリスたち

が集まってくるのです。コンクリートの上を走り

回っています。実に可愛らしい。秋です。

◇胡桃(くるみ)。くるみ餅。

半世紀も昔。この季節になると、少年北山は父

母と一緒に山へ出かけ、くるみの実を拾う。肥料

袋いっぱいのくるみを持ち帰り、庭の土の中に埋

める。しばらくすると、仮果(かか)という実の部

分がはがれ、見慣れた硬いくるみの姿になる。

そこから、手間のかかる作業が始まる。

硬いくるみをガスコンロの火であぶると、殻の

つなぎ目が少し開いてくる。そこに出刃包丁を当

てて、殻を半分に割るのだ。ここまでは、大人の

仕事。そして、先のとがった金串や千枚通しを用

いて、実をほじくり出す(掻き出す)。少年北山と

妹も、この作業からはお手伝いをさせられる。

ところで、市販されているコロッとした可愛ら

しい形のくるみは海外産。［ペルシアクルミ］と

いう名だそうだ。一方、日本の山々に自生するく

るみは［オニグルミ(鬼胡桃)］という。鬼のよう

にごつごつして殻が硬いうえに、内側のつくりも

複雑で、実をそのままの形で取り出すのはほぼ不

可能。ほじくった実は、たとえるなら、ポテトチ

ップスの袋の底にたまった［かけら］のようだ。

(オニグルミさん。失礼な表現をお詫びします。)

地道な作業が続く。丼一杯分ぐらいになると、

母は、そのくるみをすり鉢に入れて、すりつぶす。

砂糖と醤油などで味付けすると、餡(あん)の出来

上がりだ。これを、おはぎのように、はんごろし

にして丸めたご飯にからめると［くるみ餅］の完

成。オニグルミのコクと香ばしさに、甘じょっぱ

さが絶妙に合う、秋の［おふくろの味］となる。

85歳の母に「くるみ餅が食べたい。」と言った

ら、つくってくれるだろうか。いや、それより、

たくさんのくるみの実が手に入ったとしても、黙

黙と実をほじくり出す作業を続ける根気が、今の

自分にあるだろうか。自信は、…ない。(笑)

◇秋の到来。

子供たちには、季節の移ろい、秋の到来を、体

全体で、五感で味わってほしいものです。

園庭や公園の樹木の葉っぱの色、道端のコスモ

スの花、エンマコオロギのなきごえ、弱々しく飛

ぶトンボ、種子の重さで下を向いたひまわりの花、

じゃがいも・さつまいもの収穫、10月はサンマを

焼くけむりの匂い(３日)、焼きいもの湯気(21日)、

登園時の冷えた空気と流れる鼻水、真新しいフリ

ースに袖を通した瞬間に感じる暖かさ、早まる日

没、などなど。たくさんの秋、書ききれません。

ご家庭でも、海、山、そして里の［秋の味覚］

が食卓に並んだり、紅葉を眺めに出かけたり。

さあ、秋を“たっぷり”と満喫しましょうか。

（ 園長：北 山 雅 章 ）


